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全
国
広
域
連
携
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
山
田
延
孝
鳥

取
市
議
会
議
長
）
は
2
月
13

日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

で
第
51
回
総
会
を
開
催
し
、

昨
年
10
月
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
協
議
会
を

発
展
的
解
消
す
る
旨
を
報
告

し
た
。

冒
頭
、
山
田
会
長
は
「
広

域
連
携
は
、
今
後
の
地
方
創

生
の
進
展
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、

引
き
続
き
広
域
連
携
施
策
に

対
す
る
支
援
措
置
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
を
し
た
。

協
議
で
は
、
昨
年
10
月
1

日
に
実
施
し
た
「
今
後
の
本

協
議
会
の
あ
り
方
に
関
し
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
に

つ
い
て
説
明
。
本
協
議
会
の

存
廃
に
つ
い
て
の
設
問
で

「
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会

を
発
展
的
に
解
消
し
、
国
に

対
す
る
要
望
事
項
を
全
国
市

議
会
議
長
会
の
委
員
会
へ
委

ね
る
」
が
最
多
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
協
議
会
を
廃

止
し
て
発
展
的
解
消
を
図
り
、

要
望
事
項
を
全
国
市
議
会
議

長
会
の
委
員
会
に
引
き
継
げ

る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
う
方

針
で
あ
る
旨
な
ど
を
報
告
し

た
。令

和
2
年
度
活
動
方
針
案

で
は
、
来
年
2
月
開
催
予
定

の
第
52
回
総
会
を
解
散
総
会

と
し
、
2
年
度
を
も
っ
て
協

議
会
の
活
動
を
終
え
る
こ
と

を
説
明
し
た
。

ほ
か
、
平
成
30
年
度
会
計

決
算
に
つ
い
て
、
武
知
浩
之

監
事
（
徳
島
市
議
会
議
長
）

か
ら
監
査
結
果
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
認
定
し
た
。

講
演
で
は
、
幸
田
雅
治
神

奈
川
大
学
法
学
部
教
授
か
ら

「
今
後
の
広
域
連
携
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
▽
総
務
省
の

「
自
治
体
戦
略
2
0
4
0
構

想
研
究
会
報
告
書
」
▽
第
32

次
地
方
制
度
調
査
会
▽
こ
れ

ま
で
の
広
域
連
携
の
仕
組
み

と
評
価
▽
広
域
連
携
の
今
後

の
あ
り
方
▽
広
域
連
携
に
お

け
る
議
会
の
役
割
―
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

大
き
く
え
ぐ
ら
れ
た
堤
防

と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
。
被
災
の

跡
の
残
る
住
宅
―
。

昨
年
10
月
の
台
風
19
号
・

豪
雨
は
全
国
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。

本
会
の
野
尻
哲
雄
会
長

（
大
分
市
）
と
副
会
長
ら
は

2
月
12
〜
14
日
に
福
島
県
い

わ
き
市
、
同
県
郡
山
市
、
宮

城
県
大
崎
市
、
同
県
角
田
市

の
4
市
を
訪
問
し
、
被
災
と

復
旧
状
況
を
実
際
に
見
て
回

っ
た
。

台
風
が
襲
い
、
河
川
が
氾

濫
、
人
命
ま
で
も
が
失
わ
れ

る
緊
迫
し
た
状
況
を
現
地
の

市
議
会
議
長
や
市
幹
部
が
克

明
に
説
明
し
、
正
副
会
長
ら

は
真
剣
に
聞
き
入
っ
た
。

本
会
は
こ
う
し
た
被
災
地

の
声
を
国
へ
の
要
望
活
動
な

ど
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
。

詳
細
は
後
日
掲
載
。
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講演する幸田教授

発発
展展
的的
解解
消消
へへ
活活
動動
方方
針針
報報
告告

広
域
協
第
51
回
総
会

あいさつする山田会長
（鳥取市）

監査結果報告を行う
武知監事（徳島市）

夏井川の決壊箇所
（いわき市）

全域の被害状況説明
（大崎市）

台台
風風
1199
号号
被被
災災
地地
視視
察察
東東
北北
44
市市

阿武隈川の越水箇所
（郡山市）

排水機場の状況説明
（角田市）
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全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
石
倉
彰

魚
津
市
議
会
議
長
）
は
2
月

12
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
で
第
46
回
総
会
を
開
催
。

新
会
長
市
に
御
殿
場
市
を
選

任
し
た
。
総
会
後
の
14
日
に

行
わ
れ
た
御
殿
場
市
議
会
の

臨
時
会
で
神
野
義
孝
議
員
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
同
日
付

で
高
速
協
の
新
会
長
に
就
任

し
た
。

総
会
で
は
冒
頭
、
石
倉
会

長
が
「
令
和
2
年
度
道
路
関

係
予
算
案
で
は
対
前
年
度
比

で
増
額
確
保
と
な
る
成
果
が

得
ら
れ
た
。
道
路
関
係
予
算

が
増
額
確
保
さ
れ
た
こ
と
は

本
協
議
会
の
一
致
結
束
し
た

要
望
活
動
の
賜
物
で
あ
る
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
衛
藤
征
士
郎
高

速
道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟

会
長
（
衆
議
院
議
員
）
、
村

井
嘉
浩
全
国
高
速
道
路
建
設

協
議
会
会
長（
宮
城
県
知
事
）

の
代
理
で
あ
る
日
高
健
同
協

議
会
事
務
局
長
代
行
か
ら
来

賓
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
平
成
30
年
度

会
計
決
算
に
つ
い
て
小
坂
直

親
監
事
（
亀
山
市
議
会
議

長
）
か
ら
監
査
結
果
報
告
が

あ
り
、
こ
れ
を
認
定
。
令
和

2
年
度
の
活
動
方
針
案
、
予

算
案
な
ど
を
原
案
通
り
決
定

し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
選
考
委

員
長
の
関
根
正
明
副
会
長

（
妙
高
市
議
会
議
長
）
が
、

新
会
長
候
補
市
を
御
殿
場
市

と
す
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
、

新
役
員
が
選
任
さ
れ
た
（
新

役
員
市
一
覧
を
下
掲
）
。
新

会
長
市
で
あ
る
御
殿
場
市
議

会
は
2
月
10
日
任
期
満
了
で

議
長
が
空
席
の
た
め
、
黒
澤

佳
壽
子
議
員
が
御
殿
場
市
議

会
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。
続
い
て
、
石
倉
前

会
長
が
前
役
員
を
代
表
し
て

退
任
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
新
副
会
長
9

名
の
う
ち
渡
辺
由
紀
雄
本
宮

市
議
会
議
長
が
会
長
代
理
へ

就
任
し
た
。
相
談
役
は
新
会

長
就
任
時
に
委
嘱
す
る
こ
と

と
さ
れ
、
14
日
付
で
石
倉
前

会
長
が
相
談
役
へ
委
嘱
さ
れ

た
。こ

の
あ
と
、
活
動
方
針
に

沿
っ
た
決
議
を
満
場
一
致
で

採
択
。
高
規
格
幹
線
道
路
網

一
万
四
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

早
期
整
備
・
財
源
確
保
、
未

整
備
区
間
の
早
期
着
工
、
暫

定
二
車
線
区
間
の
四
車
線
化

早
期
実
現
や
、
高
速
道
路
を

活
用
し
た
津
波
避
難
所
の
構

築
と
い
っ
た
災
害
対
策
の
強

化
な
ど
を
図
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
内
容
で
、
政
府
・
与

党
幹
部
、
国
会
議
員
ら
に
要

望
活
動
を
行
う
。

講
師
説
明
で
は
、
山
本
巧

国
土
交
通
省
道
路
局
高
速
道

路
課
長
が
「
高
速
道
路
に
関

す
る
最
近
の
話
題
」
と
題
し
、

▽
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
▽
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
▽
中
京
圏
料
金
体

系
の
見
直
し
―
な
ど
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

【
新
役
員
市
一
覧
（
理
事
除

く
）
】

▽
会
長
�
御
殿
場
市

▽
副
会
長
�
函
館
市
、
本
宮

市
（
会
長
代
理
）
、
滑
川
市
、

府
中
市
（
東
京
都
）
、
豊
田

市
、
泉
大
津
市
、
笠
岡
市
、

高
松
市
、
大
村
市

▽
監
事
�
七
尾
市
、
京
丹
後

市
、
松
山
市

▽
相
談
役
�
魚
津
市

▼
議
長

▽
上
尾

大
室

尚（
1
・
9
）

▽
吉
川

加
藤
克
明（
2
・
5
）

▽
浦
添
護
得
久
朝
文（
2
・
10
）

▽
都
城
江
内
谷
満
義（
2
・
12
）

▽
松
浦

久
枝
邦
彦（
2
・
13
）

▽
取
手

齋
藤
久
代（
2
・
17
）

▼
副
議
長

▽
上
尾

長
沢

純（
1
・
9
）

▽
吉
川

稲
垣
茂
行（
2
・
5
）

▽
都
城

佐
藤
紀
子（
2
・
12
）

▽
松
浦

谷
口
一
星（
2
・
13
）

▽
取
手

結
城

繁（
2
・
17
）

議議
会会
人人
事事

監査報告する小坂監事
（亀山市）

総会の模様

高高
速速
道道
路路
整整
備備
促促
進進
をを
決決
議議

新新
会会
長長
にに
神神
野野
御御
殿殿
場場
市市
議議
長長

高
速
協
第
46
回
総
会

神野新会長
（御殿場市）

選考結果を報告する
関根選考委員長（妙高市）

開会あいさつする
石倉会長（魚津市）

あいさつする
衛藤議連会長

御殿場市議会を代表しあいさつ
する黒澤議員（御殿場市）

第2112号 令和2年2月25日 （2）全国市 議 会 旬 報



国
会
対
策
委
員
会
（
会
長

�
横
山
正
人
横
浜
市
会
議

長
）
は
2
月
17
日
、
ル
ポ
ー

ル
麹
町
で
第
1
3
9
回
委
員

会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、横
山
委
員
長
は「
主

な
要
望
活
動
の
結
果
と
し
て
、

令
和
2
年
度
税
制
改
正
で
地

方
税
が
前
年
度
を
上
回
る
過

去
最
高
額
の
41
兆
円
と
な
っ

た
。
2
年
度
地
方
財
政
対
策

に
つ
い
て
は
地
方
の
一
般
財

源
総
額
、
地
方
交
付
税
総
額

と
も
に
増
額
確
保
さ
れ
た
。

併
せ
て
、
臨
時
財
政
対
策
債

の
発
行
が
前
年
度
か
ら
抑
制

さ
れ
る
と
と
も
に
残
高
を
減

ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
国
会
議
員
に
対

す
る
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
皆
様
の
お
力
添
え

の
賜
物
と
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

を
し
た
。

協
議
で
は
、
令
和
元
年
度

要
望
事
項
の
結
果
概
要
、
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
説
明
、

了
承
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、
稲
岡
伸

哉
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
税
務
担
当
）
が
「
令
和
2

年
度
地
方
税
制
改
正
等
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
▽
地
方
税

の
現
状
▽
令
和
2
年
度
地
方

税
制
改
正
（
案
）
の
概
要
等

▽
今
後
の
検
討
課
題
等
―
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

▽
五
島
市
（
長
崎
県
）

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変
更

な
し本

会
地
方
財
政
委
員
会
委

員
の
猪
股
文
彦
佐
渡
市
議
会

議
長
（
72
）
が
、
「
田
中
番

が
見
た
〝
角
さ
ん
〞
の
真

実
」
を
出
版
し
た
。
時
事
通

信
社
政
治
部
記
者
時
代
、
田

中
角
栄
首
相
番
と
し
て
張
り

付
い
た
激
動
の
8
8
6
日
の

回
顧
録
。
議
員
の
「
卒
業
論

文
」
だ
そ
う
だ
。

「
日
本
列
島
改
造
論
」を
は

じ
め
、
ラ
イ
バ
ル
と
し
の
ぎ

を
削
っ
た
〝
三
角
大
福
中
〞

戦
争
、
日
中
国
交
正
常
化
、

越
山
会
の
女
王
、
ロ
ッ
キ
ー

ド
事
件
、
番
記
者
か
ら
親
し

ま
れ
た

普
段
着

の
〝
角

さ
ん
〞
。

当
時
の

取
材
メ

モ
を
基

に
首
相

の
肉
声
を
伝
え
て
お
り
、
歴

史
の
現
場
証
人
が
明
か
す
興

味
深
い
内
容
だ
。

猪
股
記
者
は
当
時
24
歳
前

後
の
駆
け
出
し
。
新
潟
県
出

身
の
唯
一
の
総
理
大
臣
は
、

同
郷
の
よ
し
み
か
ら
す
べ
て

の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
付
き

合
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
め

っ
た
に
入
れ
な
い
総
理
大
臣

室
に
通
さ
れ
、
「
セ
ン
ス
を

バ
タ
バ
タ
さ
せ
な
が
ら
、
ま

る
で
旧
知
の
間
柄
の
よ
う
に

『
イ
ヨ
ォ
ー
』
と
声
を
掛
け

て
き
た
。
緊
張
し
て
い
た
ら
、

『
君
は
佐
渡
出
身
だ
っ
て

？
』
と
親
し
み
深
い
笑
顔
で
、

『
頑
張
っ
て
く
れ
よ
』
と
激

励
さ
れ
一
気
に
緊
張
が
ほ
ぐ

れ
た
」

人
物
像
で
は
、
人
々
を
ま

と
め
あ
げ
る
力
、
国
の
将
来

を
見
通

し
な
が

ら
政
策

を
実
行

す
る
力

と
い
う

「
政
治

家
と
し

て
必
要
な
二
つ
の
能
力
に
突

出
し
た
稀
有
な
人
物
」
と
記

し
た
。
「
政
治
家
�
立
法
者

で
あ
る
こ
と
を
徹
底
実
践
し

た
唯
一
無
二
の
存
在
」
と
し

て
、
国
会
議
員
で
手
掛
け
た

議
員
立
法
が
33
件
に
及
ん
だ

こ
と
も
紹
介
。
そ
の
代
表
が

道
路
整
備
費
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
ガ
ソ
リ
ン
税
を
設

け
た
道
路
整
備
特
別
措
置
法
。

「
議
員
に
よ
っ
て
法
律
を
立

案
、
提
出
し
、
法
律
を
作
る

議
員
立
法
は
、
ま
さ
に
立
法

府
に
属
す
る
国
会
議
員
の
最

大
の
権
限
な
の
だ
。
と
こ
ろ

が
実
際
は
ど
う
か
？
議
員
の

多
く
は
法
律
に
疎
く
、
自
ら

立
案
し
提
出
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
」
と
力
を

込
め
た
。

猪
股
議
長
は
4
月
の
市
議

選
に
出
馬
せ
ず
、
今
期
限
り

で
議
員
を
引
退
す
る
意
向
。

田
中
元
首
相
が
平
成
30
年
に

生
誕
1
0
0
年
を
迎
え
た
こ

と
も
あ
り
、
「
一
人
の
首
相

番
記
者
の
記
録
が
、
少
し
で

も
今
後
の
参
考
に
な
れ
ば
と

考
え
、
〝
遺
言
〞
の
つ
も
り

で
書
い
た
」
と
い
う
。

【イメージ提供＝五島市】

第第
11
33
99
回回
国国
会会
対対
策策
委委
員員
会会

あいさつする横山委員長
（横浜市）

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

田田
中中
首首
相相
番番
記記
者者
のの
回回
顧顧
録録

猪猪
股股
佐佐
渡渡
市市
議議
長長

猪股議長
（佐渡市）

会議の模様

講師説明する
稲岡審議官
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本
会
は
元
年
11
月
、
「
市
議
会
議
員
の
属
性
に
関
す

る
調
（
令
和
元
年
7
月
集
計
）
」
を
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
た
。
調
査
は
「
全
国
市
議
会
現
況
調
査
」

及
び
「
全
国
市
議
会
議
員
現
況
調
査
」
と
し
て
、
全
国

8
1
5
市
区
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
に
よ
り
行
い
、

回
収
率
は
1
0
0
％
。
公
表
項
目
は
①
議
員
の
年
齢
構

成
②
議
員
の
在
職
年
数
③
議
員
の
兼
業
の
状
況
④
議
員

の
所
属
党
派
⑤
市
議
会
事
務
局
職
員
数
―
の
5
項
目
。

本
紙
で
は
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
一
部
、
過
去
の
数

値
も
取
り
上
げ
掲
載
す
る
。
調
査
回
答
時
の
議
員
数
は

1
万
8
8
8
9
人
。

議議
員員
のの
年年
齢齢
構構
成成

男
性
議
員
は
1
万
5
7
6

9
人
（
83
・
5
％
）
、女
性
議

員
は
3
1
2
0
人
（
16
・
5

％
）。女
性
議
員
は
平
成
20
年

8
月
の
調
査
開
始
時
（
12
・

6
％
）
か
ら
少
し
ず
つ
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ

1
割
台
に
留
ま
っ
て
い
る
。

議
員
の
年
齢
構
成（
表
①
）

で
は
、
男
女
合
わ
せ
て
割
合

が
高
い
年
代
は「
60
〜
70
歳

未
満
」の
37
・
0
％
。次
い
で

「
50
〜
60
歳
未
満
」
の
24
・

6
％
。

男
女
別
集
計
で
も
「
60
〜

70
歳
未
満
」
が
最
多
で
あ
り
、

女
性
36
・
1
％
、
男
性
37
・

2
％
。
次
い
で
「
50
〜
60
歳

未
満
」
の
女
性
31
・
4
％
、

男
性
23
・
3
％
と
な
っ
て
い

る
。
「
60
〜
70
歳
未
満
」
と

「
50
〜
60
歳
未
満
」
を
男
女

別
に
見
る
と
、
女
性
の
4
・

7
ポ
イ
ン
ト
差
に
対
し
、
男

性
は
13
・
9
ポ
イ
ン
ト
差
が

あ
る
。

「
80
歳
以
上
」は
男
性
1
0

9
人
に
対
し
、
女
性
は
2
人
。

男
女
合
わ
せ
て
の
平
均
年

齢
は
58
・
8
歳
と
な
っ
た
。

統
一
地
方
選
の
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
平
成
27
年
以
来
、

4
年
ぶ
り
に
低
下
し
た
も
の

の
（
表
②
）
、
全
体
的
な
高

齢
化
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
男
性
の
平
均
は
59
・
1

歳
、
女
性
の
平
均
は
56
・
9

歳
と
な
っ
て
お
り
、
男
性
は

「
70
〜
80
歳
未
満
」
が
「
40

〜
50
歳
未
満
」
よ
り
多
い
な

ど
女
性
に
比
べ
高
齢
議
員
が

多
い
傾
向
に
あ
る
。

議議
員員
在在
職職
年年
数数

議
員
の
在
職
年
数（
表
③
）

を
見
る
と
、
男
女
合
わ
せ
て

割
合
が
高
い
年
数
は
「
5
年

未
満
」
の
33
・
5
％
。
次
い

で
「
10
〜
20
年
未
満
」
の
31

・
4
％
、「
5
〜
10
年
未
満
」

の
23
・
1
％
の
順
。

40
年
以
上
の
議
員
は
、
男

性
が
「
40
〜
50
年
未
満
」
85

人
、
「
50
年
以
上
」
3
人
の

計
88
人
に
対
し
て
、
女
性
は

「
40
〜
50
年
未
満
」
1
人
。

10
年
未
満
の
議
員
は
56
・

6
％
で
、
前
回
30
年
の
51
・

1
％
か
ら
5
・
5
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
（
5
面
表
④
）
。

議議
員員
兼兼
業業
のの
状状
況況

議
員
の
兼
業
状
況
の
調
査

結
果
か
ら
、
専
業
状
況
を
5

面
表
⑤
と
し
て
抜
粋
し
た
。

男
女
合
わ
せ
て
の
専
業
割
合

は
46
・
4
％
で
過
去
最
高
。

女
性
は
69
・
3
％
、
男
性
は

41
・
8
％
と
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
、
農
業
・
林
業
が
、

男
女
合
わ
せ
て
11
・
2
％
と

な
っ
て
い
る
。

22
年
以
降
の
10
年
間
の
議

【
5
面
へ
続
く
】

平均
年齢

59.1歳

56.9歳

58.8歳

80歳
以上

109人
（0.7％）

2人
（0.1％）

111人
（0.6％）

70～80
歳未満

2,770人
（17.6％）

286人
（9.2％）

3,056人
（16.2％）

60～70
歳未満

5,859人
（37.2％）

1,126人
（36.1％）

6,985人
（37.0％）

50～60
歳未満

3,676人
（23.3％）

979人
（31.4％）

4,655人
（24.6％）

40～50
歳未満

2,382人
（15.1％）

505人
（16.2％）

2,887人
（15.3％）

30～40
歳未満

880人
（5.6％）

203人
（6.5％）

1,083人
（5.7％）

30歳
未満

93人
（0.6％）

19人
（0.6％）

112人
（0.6％）

年齢構成
議員数

15,769人
（83.5%）

3,120人
（16.5%）

18,889人
（100%）

男性

女性

合計

元年

58.8

30年

59.6

29年

59.2

28年

58.7

27年

58.1

26年

59.0

25年

58.7

24年

58.2

23年

57.7

22年

58

年
平均年齢
（歳）

50年以上

3人
（0.0%）

0人
（0.0%）

3人
（0.0%）

40～50年
未満

85人
（0.5％）

1人
（0.0％）

86人
（0.5%）

30～40年
未満

301人
（1.9％）

34人
（1.1％）

335人
（1.8%）

20～30年
未満

1,582人
（10.0％）

258人
（8.3％）

1,840人
（9.7%）

10～20年
未満

5,104人
（32.4％）

825人
（26.4％）

5,929人
（31.4%）

5～10年
未満

3,683人
（23.4％）

678人
（21.7％）

4,361人
（23.1%）

5年未満

5,011人
（31.8％）

1,324人
（42.4％）

6,335人
（33.5%）

在職年数
議員数

15,769人
（83.5％）

3,120人
（16.5％）

18,889人
（100%）

男性

女性

合計

女女
性性
いい
まま
だだ
11
割割
台台

市
議
会
議
員
の
属
性
調
査

※割合（％）…男女それぞれの議員数に占める割合、合計は全議員数に占める割合
※割合（％）は小数点以下第2位を四捨五入しているため合計数は100％とならない場合がある

※割合（％）…男女それぞれの議員数に占める割合、合計は全議員数に占める割合
※割合（％）は小数点以下第2位を四捨五入しているため合計が100％にならない場合がある

※22年は調査結果に小数点以下の表記がない
※過去の調査結果を基に本紙が作成

表② 議員の平均年齢の推移（直近10年）

表① 議員の年齢構成

表③ 議員在職年数

第2112号 令和2年2月25日 （4）全国市 議 会 旬 報



：男性

：女性
：合計

0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

55.0

60.0

65.0

70.0
(％)

30 (年)2928272625242322 元

68.1 69.3

56.9 56.6 56.1

60.8 62.2
64.7

66.8 67.4

43.9
46.4

32.0
33.8 33.9

36.4
38.1

40.5
42.3 43.2

39.6
41.8

28.2
30.3 30.4

32.6
34.3

36.5 38.1
40.2

50.0

員
専
業
割
合
の
推
移
（
グ
ラ

フ
）
を
見
る
と
、
男
性
と
男

女
合
わ
せ
て
の
専
業
割
合
は
、

毎
年
増
し
て
い
る
。

市市
議議
会会
事事
務務
局局
平平
均均
職職
員員
数数

市
議
会
事
務
局
の
人
口
段

階
別
の
平
均
職
員
数
は
表
⑥

の
通
り
。
人
口
規
模
が
大
き

い
自
治
体
ほ
ど
、
職
員
数
も

多
い
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

【
4
面
か
ら
続
く
】

都
市
行
政
問
題
研
究
会

（
会
長
＝
阿
部
真
之
助
福
岡

市
議
会
議
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

「
都
市
に
お
け
る
観
光
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
等
へ
の
対
応
」

と
題
す
る
報
告
書
を
ま
と
め

た
。
日
本
は
今
後
の
発
展
の

た
め
に
も
観
光
に
よ
る
交
流

人
口
拡
大
を
図
る
べ
き
だ
と

提
言
し
、
一
方
で
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
公
害
）

な
ど
新
た
な
課
題
に
も
向
き

合
う
必
要
が
あ
る
と
の
見
方

も
示
し
た
（
2
月
15
日
付
旬

報
参
照
）
。

報
告
書
は
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
が
進
む

日
本
に
と
っ
て
観
光
が
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
し
て
、

「
観
光
施
策
の
推
進
は
地
域

に
観
光
収
入
の
増
加
、
雇
用

機
会
の
創
出
、
地
元
企
業
の

成
長
な
ど
を
も
た
ら
し
、
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」

と
分
析
、
「
観
光
に
よ
る
交

流
人
口
拡
大
を
新
た
な
成
長

の
エ
ン
ジ
ン
と
す
る
こ
と
は
、

資
源
が
少
な
く
、
食
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
少
な
い

我
が
国
に
と
っ
て
極
め
て
有

効
な
手
段
で
あ
る
」
と
指
摘

し
た
。

各
地
で
の
観
光
振
興
の
取

り
組
み
を
示
す
中
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
へ
の
観
光

面
で
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て

報
告
。
「
福
島
県
の
成
長
は

他
の
地
域
と
比
べ
て
低
く
、

重
点
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
」
「
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
耐

震
化
の
た
め
金
融
・
財
政
支

援
の
拡
充
を
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
、
加
盟
市
か
ら
出

て
い
る
意
見
や
要
望
も
取
り

上
げ
た
。

報
告
書
は
ま
た
、
京
都
、

長
崎
両
市
の
視
察
結
果
な
ど

を
も
と
に
両
市
の
観
光
公
害

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
基
本
的
な
姿
勢

と
し
て
「
安
易
に
観
光
客
を

排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
環

境
や
市
民
生
活
と
の
調
和
を

図
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
努

力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

報
告
書
は
さ
ら
に
「
観
光

を
ま
ち
づ
く
り
の
要
と
し
て

総
合
戦
略
の
位
置
づ
け
に
す

る
こ
と
を
検
討
し
、
都
市
全

【
6
面
へ
続
く
】

元年

18,889人

10,696人

56.6％

30年

19,022人

9,715人

51.1％

29年

19,172人

9,526人

49.7％

28年

19,284人

10,990人

57.0％

27年

19,364人

11,970人

61.8％

26年

19,709人

10,733人

54.5％

25年

19,966人

11,721人

58.7％

24年

20,234人

12,024人

59.4％

23年

20,388人

13,838人

67.9％

22年

21,201人

13,029人

61.5％

年

議員数
（全体）
議員数

（在職10年未満）

割合

議員専業
6,594人
（41.8％）
2,163人
（69.3％）
8,757人
（46.4％）

議員数

15,769人

3,120人

18,889人

性別

男性

女性

合計

全国

815

8.0人

指定
都市

20

34.2人

50万人
以上

15

20.1人

40～50
万人
未満

22

18.2人

30～40
万人
未満

28

16.2人

20～30
万人
未満

46

13.0人

10～20
万人
未満

156

8.5人

10万人
未満

252

5.9人

5万人
未満

276

4.5人

人口

市区数

平 均
職員数

表⑤ 議員専業の状況

※かっこ内は性別・合計の
議員数に占める割合

観観
光光
にに
よよ
るる
交交
流流
人人
口口
拡拡
大大
をを

都市研
報告書

オオ
ーー
ババ
ーー
ツツ
ーー
リリ
ズズ
ムム
対対
策策
必必
要要

表⑥ 市議会事務局職員数（全国・人口段階別平均職員数）

グラフ 議員の専業割合の推移（直近10年）

※割合（％）は、それぞれ小数点以下第2位を四捨五入で表記している
※過去の調査結果を基に本紙が作成

※臨時・非常勤職員を除く

表④ 在職10年未満議員の全体に占める割合の推移
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トトピピッッ
ククスス

【
5
面
か
ら
続
く
】

体
を
一
つ
の
空
間
と
し
て
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
と
指
摘
し
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
意
識
し
た
活
動

体
と
し
て
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」
を
置
く
有
用
性
を
取
り

上
げ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
施
策

を
進
め
る
中
、
地
方
議
会
の

役
割
に
つ
い
て
は
「
審
議
等

の
公
開
を
通
じ
て
細
め
に
発

信
し
つ
つ
丁
寧
に
説
明
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
」
「
観
光

公
害
な
ど
の
困
難
な
課
題
の

解
決
に
向
け
、
団
体
意
思
の

決
定
機
能
を
は
じ
め
監
視
機

能
や
政
策
形
成
機
能
を
担
う

議
会
の
役
割
が
よ
り
重
要
に

な
る
」
と
結
ん
だ
。

同
研
究
会
は
、
本
調
査
研

究
テ
ー
マ
を
決
定
し
た
平
成

30
年
8
月
か
ら
、
現
地
調
査

を
実
施
し
た
り
、
加
盟
76
市

や
観
光
施
策
に
先
進
的
に
取

り
組
む
8
市（
※
）を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
り

し
て
研
究
を
進
め
て
い
た
。

※
釧
路
市
、
小
樽
市
、
横

浜
市
、
熱
海
市
、
鳥
羽
市
、

高
山
市
、
宮
津
市
、
佐
世
保

市
。

令
和
元
年
11
月
か
ら
2
年
1
月
に
全
国
の
市
議
会
で

可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ

っ
た
も
の
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に
主
な

内
容
を
紹
介
す
る
。

台台
風風
第第
1199
号号
等等
かか
らら
のの

復復
旧旧
・・
復復
興興

「
令
和
元
年
台
風
第
19
号

等
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
対
策
」
が
73
件
で
最
多
。

意
見
書
で
は
台
風
19
号
等

が
各
地
に
も
た
ら
し
た
甚
大

な
被
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
つ
い
て
、
今
後
の
生
活
支

援
、
住
ま
い
の
早
期
確
保
、

産
業
・
生
業
の
支
援
な
ど
被

災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
。

そ
の
上
で
①
被
災
者
の
1

日
も
早
い
生
活
再
建
の
た
め
、

既
存
制
度
の
対
象
拡
大
や
要

件
緩
和
な
ど
弾
力
的
な
運
用

の
実
施
②
医
療
施
設
、
社
会

福
祉
施
設
、
学
校
教
育
施
設

等
の
復
旧
、
再
開
に
向
け
た

必
要
な
支
援
③
被
災
し
た
事

業
用
建
物
、
設
備
、
機
材
等

の
復
旧
を
支
援
す
る
補
助
制

度
の
創
設
④
旅
行
商
品
・
宿

泊
料
金
の
割
引
等
に
対
す
る

必
要
な
観
光
支
援
⑤
復
旧
作

業
の
進
捗
を
見
極
め
た
補
正

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
の
適

切
な
判
断
⑥
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
の
た
め
の
3
か

年
緊
急
対
策
」
の
計
画
ど
お

り
の
遂
行
お
よ
び
継
続
し
た

予
算
措
置
の
実
施
―
に
つ
い

て
求
め
て
い
る
。

「「
ああ
おお
りり
運運
転転
」」

厳厳
罰罰
化化
とと
対対
策策
強強
化化

「
『
あ
お
り
運
転
』
に
対

す
る
厳
罰
化
と
さ
ら
な
る
対

策
の
強
化
」
は
72
件
。

多
く
の
意
見
書
が
元
年
8

月
に
発
生
し
た
常
磐
自
動
車

道
の
あ
お
り
運
転
事
件
に
つ

い
て
触
れ
、
①
「
あ
お
り
運

転
」
の
規
定
を
新
設
し
、
厳

罰
化
に
つ
い
て
は
、
実
効
性

の
あ
る
法
改
正
と
な
る
よ
う
、

早
急
に
検
討
を
進
め
る
②
運

転
免
許
更
新
時
の
講
習
に
お

い
て
、
あ
お
り
運
転
等
の
危

険
性
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て

の
講
習
の
実
施
、
教
本
や
資

料
な
ど
へ
の
こ
れ
ら
の
事
項

の
記
載
③
あ
お
り
運
転
等
の

行
為
が
禁
止
さ
れ
、
取
り
締

ま
り
の
対
象
と
な
る
こ
と
や
、

「
あ
お
り
運
転
」
を
受
け
た

場
合
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
警
察
庁
及
び
都
道
府

県
警
察
の
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

広
報
誌
な
ど
を
効
果
的
に
活

用
し
た
周
知
―
を
求
め
た
。

豚豚
ココ
レレ
ララ
対対
策策

「
豚
コ
レ
ラ
の
早
期
終
息

に
向
け
た
緊
急
か
つ
具
体
的

な
対
策
」
は
29
件
。

昨
年
9
月
、
26
年
ぶ
り
に

国
内
発
生
し
た
豚
コ
レ
ラ
に

つ
い
て
、
全
て
の
意
見
書
で
、

①
飼
養
豚
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
早
急
な
実
施
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
豚
の
円
滑
な
流

通
に
つ
い
て
取
引
価
格
の
下

落
や
風
評
被
害
の
防
止
②
豚

コ
レ
ラ
感
染
野
生
イ
ノ
シ
シ

の
拡
散
抑
止
の
た
め
、
野
生

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
強
化
や
戦

略
的
な
経
口
ワ
ク
チ
ン
ベ
ル

ト
構
築
③
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ

ラ
の
国
内
侵
入
の
た
め
の
防

止
罰
則
の
強
化
も
含
め
た
一

層
の
水
際
対
策
の
強
化
徹
底

―
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
る
。

議会 台台
風風
等等
かか
らら
のの
復復
旧旧
・・
復復
興興

全全
国国
でで
意意
見見
書書
可可
決決

意
見
書
・
決
議

元
年
11
月
〜
2
年
1
月
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